
「関西Ｇ空間フォーラム」は、平成23年から毎年大阪
市で開催しておりますが、Ｇ空間社会（地理空間情報
高度利用社会）の実現に向け、地理空間情報の広く
一般の方々への普及とＧ空間産業の発展のため、近畿
地方のその他の都市においても地域に密着した活動とし
て順次開催しております。今年度は、「地理空間情報で
伝える災害リスクと備え」をテーマに関西Ｇ空間フォーラム
in和歌山を開催し、発生の切迫性が高まっている南海ト
ラフ地震や近年激甚化している自然災害に対する地図・
測量分野からの情報発信と、災害対応を支える測量技
術を紹介します。

（
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

ＪＲ和歌山駅

日時：令和元年11月25日（月）12:00～17:30
会場：和歌山ビッグ愛（県民交流プラザ） 和歌山市手平2丁目1-2

入場無料 ※講演会は事前申込が必要です！（定員300名）

主催：地理空間情報活用推進に関する近畿地区産学官連携協議会
関西Ｇ空間フォーラムin和歌山実行委員会
国土地理院近畿地方測量部、和歌山県
(一社)和歌山県測量設計業協会、(公社)日本測量協会関西支部
(一社)地理情報システム学会関西支部

後援：和歌山市、国立大学法人 和歌山大学

地理院地図Globe

測量CPD・建設CPDの
申請証明書発行対象講座です。

（12:00～17:30）

（13:00～17:00）
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12:00 - 17:30   地理空間情報関連の機器･システム等の展示会

13:00 - 17:00   講演会

令和元年11月25日（月） 12：00～17：30

司会 ： （一社）和歌山県測量設計業協会 会長 石井 惣吉

13:00～13:15 開会式 地理空間情報活用推進に関する近畿地区産学官連携協議会 会長
（一社）地理情報システム学会 関西支部長

大阪工業大学 名誉教授 吉川 眞

和歌山県 県土整備部長 髙松 諭

13:15～13:55   基調講演 「和歌山県内で地図を利用した多様な防災教育
― 平時では地域資源を考えるツールとして ―」

和歌山大学 災害科学教育研究センター長
和歌山大学教育学部 教授 此松 昌彦

13:55～14:35 特別講演 「東日本大震災から学ぶ、地元パワーの重要性」
NPO法人 全国Ｇ空間情報技術研究会 理事長

奈良大学 名誉教授 碓井 照子

14:35～14:55 「地理空間情報関連の機器・システム等の展示会」の展示内容紹介
参加企業・団体等

14:55～15:25 休 憩 ※地理空間情報関連の機器･システム等の展示会をご見学下さい

15:25～15:55   「国土地理院の防災･減災への取り組み」
国土地理院 応用地理部長 中島 秀敏

15:55～16:25   「和歌山県土砂災害啓発センターでの地理空間情報の活用」
和歌山県土砂災害啓発センター 所長 坂口 隆紀

16:25～16:55 「地理院地図への自然災害伝承碑の掲載取り組みについて」
（一社）和歌山県測量設計業協会

（株）初山 石垣 仁志

16:55～17:00 閉会式

和歌山ビッグ愛 大ホール［事前申込必要］

和歌山ビッグ愛 大ホールホワイエ［申込不要］
【参加企業・団体等（予定）】
◆ 大畑才蔵ネットワーク和歌山 ◆ （株）貴志 ◆ クモノスコーポレーション（株） ◆ （株）コノエ
◆ ジビル調査設計（株） ◆ （株）杉原商店 ◆ ＴＰホールディングス（株）／（株）ニコン・トリンブル
◆ （株）マプコン ◆ （株）未来図 ◆ （株）リプロ ◆ （公社）日本測量協会関西支部
◆ 国土地理院近畿地方測量部 ◆ 和歌山県危機管理局 ◆ 和歌山県土砂災害啓発センター
◆ 和歌山市

国土地理院 近畿地方測量部長 山本 洋一
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